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日本学ユニバーシティ｜目的・方法

本調査の目的 日本文化と日本人の精神性、および新嘗祭に関する認知・経験を調査すること。

調査方法 株式会社クラウドワークス社のオンラインシステムを利用。

調査完了 令和8年6月13日（2026年6月13日）

回答数 1,000件（記述なし・オールチェック式）

責任者 （一社）日本学ユニバーシティ理事 石川博信

設問構成：性別／年齢／日本の魅力（複数選択）／人生観（複数選択）／新嘗祭認知・経験／ボジョレー・ヌーボー・ハロウィーン経験
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回答者属性
n=1000

①性別

29%

71%

男性 女性

②年齢

12%

30%

31%

18%

8%

1%

２０代以下 ３０代以下 ４０代以下 ５０代以下 ６０代以下 ７０代以上

71.2%
女性回答者

61.1%
30〜40代以下

1,000
回答数
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③日本の魅力は何だと思いますか
複数選択｜回答者に占める選択率

11.0%

12.2%

14.3%

15.8%

16.0%

16.3%

19.9%

23.3%

25.4%

25.9%

31.6%

45.7%

47.7%

49.7%

50.1%

57.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

先端技術

高い精神性

道を究めようとする姿勢

kawaii という文化

多様な文化

集団行動が得意

信頼性が置ける人間性

長い歴史

もったいないという文化

伝統と現代が融合されている

きめ細やかさ

仕事が丁寧

安全性

おもてなし

約束・時間を守る

礼儀正しい

平均選択数：
4.63

4.63
項目

上位は「礼儀」「時間
・約束」「おもてなし
」「安全性」「仕事の
丁寧さ」。日本の魅力
は、文化財そのものよ
りも“ふるまい・信頼性
性”として捉えられてい
いる。
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④人生観について
複数選択｜回答者に占める選択率

5.1%

7.0%

7.6%

8.9%

10.5%

12.7%

13.6%

15.9%

19.6%

27.8%

28.3%

29.2%

33.7%

37.9%

38.1%

52.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日本の将来に夢や希望を感じる

自分には自信がある

賢い、頭が良い方と思う

体力、運動能力がある方と思う

決断力がある方と思う

社会貢献、ボランティアには参加…

はっきり意見を言う事ができる

今の自分に満足している

先祖への感謝は心掛けている方と…

正義感が強い方だと思う

親友といえる友達がいる

自分は役に立っていない人間と感…

忍耐力、努力する方だと思う

礼儀正しい方と思う

自分は優しい方と思う

自分はまじめな方だと思う

平均選択数：
3.48

3.48
項目

「まじめ」「優しい」
「礼儀正しい」が上位
。一方で「役に立って
いないと感じることが
ある」も約3割となり、
自己肯定感の課題も見
える。

日本学ユニバーシティ Japanology University04



⑤勤労感謝の日が新嘗祭の日と知っていますか？
単一選択

認知状況

23%

42%

35%

知っている 知らなかった 新嘗祭（にいなめさい）は聞いたこともない。

23.5%
知っている

41.7%
知らなかった

34.8%
聞いたこともない
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⑥⑦新嘗祭の経験・伝統性の認知
単一選択

⑥新嘗祭をお祝いしたことがありますか？

3%

97%

したことがある。 したことがない

⑦世界で一番伝統ある収穫祭と知っていましたか？

7%

93%

知っている 知らない

3.3%
お祝いしたことがある

7.2%
伝統性を知っている
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⑧⑨季節イベント経験の比較
ボジョレー・ヌーボー／ハロウィーン

18.7%

49.4%

3.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

ボジョレー・

ヌーボー

ハロウィーン 新嘗祭

生活文化としてはハロウィーン経験が約半数。新嘗祭は「知っている」よりも「実際に祝う」が大きく低い。
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年齢別｜勤労感謝の日と新嘗祭の認知
各年代内構成比

0%

20%

40%

60%

80%

100%

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

知っている 知らなかった 聞いたこともない

年代差はあるものの、全体として「知らなかった」「聞いたこともない」が多数派。新嘗祭の啓発余地は大きい。
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調査結果サマリー
主要な示唆

1 日本の魅力は「信頼されるふるまい」

上位は礼儀正しさ、約束・時間を守る、おもてなし、安全性、仕事の丁寧さ。日本文化の価値は“行動規範”として認識されている
いる。

2 新嘗祭は認知・経験ともに低い

勤労感謝の日が新嘗祭の日と知っている人は23.5%。祝った経験は3.3%。

3 現代イベントとの体験差が大きい

ハロウィーン経験は49.4%に対し、新嘗祭経験は3.3%。日本の伝統行事を生活文化に戻す余地がある。

活用方向：11月23日を「勤労感謝」だけでなく、新嘗祭の意義を学び、感謝を行動化する日として再提案する。
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